
 

                                                         H２４（２０１２）年度 ＮＯ４． 

     校長室だより        岸和田市立浜小学校 

渡 瀬  克 美 

漁業体験活動が 

近畿ブロック PTA協議会から表彰されました。      
 １0年以上にわたり毎年10月に5年生と５年生の保護者を対象に、岸和田市漁業協同組合の全面的

なご指導・ご協力のもと漁業体験活動を実施してきました。 

５年生は社会科で水産業について学びます。そのまとめとして漁業体験活動を実施させていただいてい

るのです。(浜小学校だけの取組です) 

その目的は、 

１．伝統的な地場産業である｢大阪湾の漁業｣を学習することにより、

郷土に誇りを持ち、漁業を愛する気持ちを育てる。 

２．漁船に乗り、実際に漁業を体験することにより、水産業に携わる人

々の仕事や苦労を知り、水産業の抱える問題について考えさせる。 

３．毎日の自分たちの食卓に出る｢魚｣の流通や加工の様子を知る。 

 そして、この度、第38回日本 PTA近畿ブロック研究大会京都市大会において、浜小学校・幼稚園PTA

が表彰されました。このことは、漁協・PTA(地域)が、子どもたちのために10年以上にわたり支えてくださった

功績に対して贈られたものなのです。 

 先日、岸和田市漁協の永野組合長 様に今年度の漁業体験 

活動のお願いに 5年担任、教頭と 3人で寄せていただきました。 

その時に右の表彰状と同じものをお渡しして参りました。 

とても喜んでいただきました。 

子どもたちのために、漁を休んで底引き網漁に行ってくださり、 

お昼にはおさしみやてんぷら・トン汁そして、たこ飯などを保護者の方 

々と一緒に炊き出ししていただいています。 

まさに浜ならではの体験活動だと感じています。重ねがさねお礼 

申し上げます。 

 さて、京都市で行われた表彰式の様子を岸和田市PTA協議会会長である、小亀文子さんにレポートして

いただいていますのでご紹介いたします。 

８．２５日本 PTA全国研究大会 京都大会に行ってきました！ 
浜小PTAからの参加は、小藤会長・新屋副会長・小亀・鎌田です。そして、浜校区で、岸城中PTAから

の参加が、中津・小亀(公)です。 

メインの加藤登紀子さんの講演が、｢百万本のバラ｣の歌と共に始まりました。そして、東北の被災地で

の親を亡くした子どものお話など、同じような子どもを持つ親の立場からも聞いていて涙がこぼれました。 

あと、私が聞いていて印象に残っているのは、最近は大人(親)も子どもも忙しすぎるということと、 

学歴社会もいいけど、魚を獲ったり、野菜を育てたりという漁業や農業にも目を向けてほしいな・・・というお

話でした。 

 

 

 



 

残暑厳しい折、京都までお運び賜り、みなさん本当にご苦労さまでした。さらに、すばらしいレポートもあり

がとうございました。また、地域と密着したこのような取り組みを評価し推薦していただいたことにも感謝申しあ

げます。そして、なによりも、岸和田市漁業協同組合の皆様には改めて衷心よりお礼申し上げます。 

今後とも子どもたちのためにお力添えいただきますよう伏してお願いいたします。 

 
お知らせ 

 読売新聞大阪本社から浜小学校の、『運動会・漁業体験・学校協議会など』 

について取材がありました。子どもたちが原稿を書くというスタイルだそうで、 

お受けいたしました。子どもたちの活躍ぶりを自ら新聞で自信を持って 

紹介できるといいなと考えています。10月 18日(火)の朝刊の記事になるよう 

です。 

運動会が 9月 30日、修学旅行が 10月 12日(金)～13日(土)、 

漁業体験活動が 13日(土)、14日(七町の力運動会) 

15日(月)５・6年生、振替休業日という過密な日程なので、 

子どもたちにはかなりタイトな状況ですが、保護者のみなさん、 

ぜひ楽しみにしておいてください。 

・・・登紀子さんのお話の後、近畿ブロック研究大会で、表彰式があり、大阪府 PTA協議会からは、｢岸和

田市立浜小学校｣と｢泉大津市立旭小学校｣の 2校の PTAが表彰され、小藤会長に賞状を受け取っても

らいました。 

『浜小学校PTAでの取組が表彰された内容は｢漁業体験｣でした。地元産業でもある漁業を実際に船に乗

って体験し、保護者、先生、地域の漁師さんと共に炊き出しをして、子どもたちと一緒に海の恵みをいただく

という海の近くならではのとても恵まれた行事です。毎年、船に乗せていただいてる漁師さんに感謝です。』 

  

 

 

 

 

 

 

 

最後に福島県の PTAの方たちが来ていて、途中、涙ながらに｢原発の影響で、他府県へ行ってまだ福 

島に帰ってこれない子どもたちがたくさんいます。全国のどこかでお世話になっていると思いますので、 

子どもたちのことをどうかよろしくお願いします。｣と言っておられたのが印象的でした。 

あと震災に遭って、大切な家族やたくさんのものを無くしてしまった東北の子どもたちをテレビなどで見てい 

て｢消防士さんになりたいです。｣｢大人になったら人の役に立ちたい。｣など、子どもなりに体験したことを見据

えて、ただの将来の夢・・ではなく確信したのもがあるように思えて、逆に励まされます。と同時に、我が家、我

が子を見ると、物があふれ、自由な暮らし・・幸せなのはいいけど、大切なものを見失っていないか尐々心

配な今日この頃です。・・・と言いながら、京都大会へ行った帰り、みんなで、ランチを食べて、錦市場を散

策して帰ってまいりました。 

 ということで、簡単ですが、京都のレポートでした。 

表彰状をいただきました（＾＾） 

 

  

表彰式です。前に立ってうちの一人が 

小藤会長 

 


